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満
蒙
州
民
業
移
民
事
業
の
現
段
階
に
於
け
る
民
間
令
一
枇
の
意
義

-，-ノ、

満
蒙
農
業
移
民
事
業
の
現
段
階
に
於
げ
る

民
間
曾
祉
の
意
義

矢

，局

武

凡
そ
出
来
移
民
事
業
を
行
ふ
に
岱
り
で
は
打
皆
事
業
た
ら
し
む
べ
き
か
、

A
T
官
A
T
川
山
の
舎
一
拡
を
し
て
行
は
し
む
べ
き
か
、
は
た
又

民
間
合
一
舵
を
し
て
行
は
し
む
べ
き
か
等
々
が
問
題
と
な
り
作
る
。
汗
人
が
此
ぃ
胞
に
考
究
せ
ん
と
欲
す
る
は
、
湖
支
出
主
移
民
事
業
の

現
段
階
に
於
け
る
移
民
機
樹
と
し
て
の
民
間
合
祉
の
意
義
で
あ
る
。

今
、
移
民
機
闘
と
し
て
の
民
間
合
枇
の
利
害
件
失
を
符
察
す
る
に
次
の
如
き
も
の
が
考
へ
ら
れ
即
。

L
政
治
上
1

1

此
間
合
枇
は
ん
日
替
機
闘
な
ど
と
具
り
、
政
治
的
勢
力
の
誕
影
響
主
党
く
る
事
は
た
い
が
、
民
間
合
枇
が
大
資
本
家
附

の
手
中
に
師
ず
る
時
は
、
そ
の
も
の
L
怒
立
が
逆
に
政
治
を
左
右
し
日
本
の
岡
策
を
謬
ま
り
満
洲
閣
を
毒
す
る
誕
友
き
に
非
や
。

0
4

外
交
上

l
l
「
資
本
は
王
も
組
問
も
知
ら
友
い
。
」
と
一
五
ふ
如
く
共
の
活
動
は
凶
際
的
で
あ
る
。
置
に
之
が
資
本
の
本
質
を
潟
し
て

居
る
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
又
、
一
般
に
外
資
の
輪
入
或
は
外
岡
合
枇
の
凶
内
に
於
け
る
経
済
活
動
も
原
則
と
し
て
各
閣
に

於
て
認
め
ら
れ
、
あ
る
一
定
の
粧
掛
段
階
に
あ
る
地
域
に
於
て
は
之
が
本
質
的
な
特
徴
を
さ
へ
局
し
て
肘
る
。
今
、
日
本
が
は
ん
問

rJ本J-~~術振興合; 11筒家政業移民機関の形態「挽1f委L1尚|崎博士〉参照1) 



資
本
に
依
っ
て
満
蒙
移
民
事
業
を
遂
行
す
る
に
岱
り
て
も
、
満
洲
岡
が
認
容
す
る
限
り
、
何
等
外
交
上
の
故
障
を
生
や
る
現
山
は

た
い
。
謂
ん
や
日
本
が
満
洲
に
特
殊
権
益
を
保
有
し
、
満
洲
岡
が
共
の
義
務
を
櫨
承
し
た
る
に
於
て
を
や
。

&
財
政
上

i
l一
元
来
移
民
事
業
は
営
利
事
業
と
し
て
成
立
す
る
に
困
難
な
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
資
本
は
利
潤
の
乏
し
い
「
農
地
問

拓
事
業
」
を
避
け
て
他
の
産
業
部
門
に
行
く
傾
向
が
強
い
。
と
の
聞
の
消
息
は
過
去
に
於
け
る
移
民
合
枇
の
事
業
成
績
、
或
は
克

に
一
般
的
に
考
へ
て
農
業
の
利
廻
り
と
他
の
斥
北
部
門
の
利
廻
り
と
を
封
比
す
る
と
と
に
依
り
、
頗
る
明
瞭
で
あ
る
。
と
の
事
は

他
面
移
民
合
枇
を
し
て
農
地
開
拓
、
移
民
入
航
事
業
よ
り
は
寧
ろ
土
地
の
投
機
官
民
、
金
融
事
業
等
の
方
面
に
力
を
花
が
し
め
、

本
来
の
事
業
を
忽
諸
に
す
る
危
険
が
あ
る
の
で
あ
る
。
ま
し
て
岡
家
の
監
怪
が
間
接
的
及
川
内
間
合
枇
に
於
て
然
り
と
一
五
は
た
く
て

は
な
ら
ぬ
。

a
t

祉
合
上
|
|
渦
洲
同
の
批
命
日
人
心
上
に
及
ぼ
す
影
響
官
管
機
闘
に
比
し
は
る
か
に
艮
か
る
べ
し
。
但
し
事
業
に
抑
折
し
口
却
き
危
険

が
あ
る
。
即
ち
民
皆
合
枇
は
移
民
地
に
於
け
る
祉
舎
的
不
秩
序
又
は
不
安
の
如
き
悪
僚
件
に
封
す
る
抵
抗
力
が
弱
い
と
一
五
ふ
扶
賄

-
は
菟
れ
友
い
。

広
経
営
上

!
l民
間
の
合
祉
は
経
世
上
或
は
惑
意
に
流
れ
、
合
祉
の
有
利
な
る
方
面
に
の
み
力
を
注
ぐ
の
傾
向
を
生
じ
、
従
っ
て
事

業
に
均
整
を
快
く
事
が
起
り
易
く
、
結
局
間
家
的
事
業
た
る
の
本
旨
に
作
る
事
と
な
る
危
険
性
が
多
い
。
然
し
又
私
立
の
合
祉
が

詩
利
を
目
的
と
し
て
粧
慢
す
る
は
官
然
の
市
引
に
し
て
止
む
を
作
ざ
る
と
と
ろ
で
あ
っ
て
本
形
態
が
移
民
主
主
に
不
通
常
な
る
一
首
一
一

要
黙
と
一
五
は
な
く
て
は
た
ら
た
い
コ

斯
く
の
如
く
一
般
的
性
質
と
し
て
の
符
失
を
知
る
と
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
が
、
之
を
現
在
移
民
車
業
を
捨
常
す
る
民
間
命
日
枇
即

ち
、
大
連
尚
一
以
い
お
株
式
合
批
及
び
東
京
勘
業
株
式
合
一
枇
殊
に
後
者
に
つ
き
確
め
て
見
た
い
。

滞
家
農
業
移
民
事
業
の
現
段
階
に
於
け
る
民
間
合
枇
の
意
義

七
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泌
控
訴
農
業
移
民
事
業
の
現
段
批
判
に
於
け
る
民
間
令
此
一
の
窓
義

/九

五
日
人
が
此
庖
に
於
て
問
題
と
す
る
大
連
農
事
及
び
東
亜
勧
業
の
雨
舎
枇
は
、
勿
論
純
然
た
る
民
間
合
枇
と
は
稿
し
難
い
が
、

合
一
舵
法
に
基
く
株
式
合
枇
と
し
て
一
肱
民
間
合
枇
と
話
し
て
差
支
あ
る
ま
い
。
之
等
二
舎
祉
の
分
析
に
よ
っ
て
作
ベ
き
論
結
は
一
般

民
間
食
枇
に
封
し
て
注
目
]-BC吋
四
の
意
味
に
於
て
安
泣
す
べ
き
も
の
で
る
る
。

前
述
せ
る
如
く
之
等
二
合
枇
は
湖
出
家
移
民
事
業
を
共
目
的
と
す
る
ご
く
僅
か
の
現
存
合
枇
で
あ
る
。
も
っ
と
も
大
連
決

4
の
事
業

は
闘
束
州
内
に
限
ら
れ
て
居
る
。
即
ち
之
は
「
専
ら
闘
束
州
内
に
問
中
一
宵
た
邦
人
農
家
を
移
住
土
茄
せ
し
む
る
舟
め
に
品
川
ん
ど
原
債
で

此
一
有
地
を
年
賦
償
還
法
に
依
り
分
譲
し
、
所
謂
自
作
農
を
創
定
し
て
内
地
の
人
口
職
業
問
題
に
到
し
幾
分
の
寄
興
を
計
り
、
同
時
に

合
理
的
農
業
の
絞
営
を
詩
じ
、
地
方
農
民
の
模
範
と
し
在
来
農
法
の
改
苦
を
期
し
、
人
類
の
一
耐
一
耽
を
増
進
せ
ん
と
す
る
。
」
目
的
を
以

て
、
昭
和
四
年
間
月
浦
餓
出
資
資
本
金
一
千
南
側
で
設
立
さ
れ
た
。
第
一
期
計
叢
と
し
て
民
有
地
二
千
五
百
町
歩
の
購
入
を
行
ひ
、

宵
有
地
二
千
五
百
町
歩
を
借
受
け
、
合
計
五
千
町
歩
の
収
容
地
域
に
六
苛
戸
の
邦
人
民
主
移
民
を
航
付
け
ん
と
し
た
。
然
し
昭
和
六

年
漸
く
七
十
問
戸
乞
入
れ
た
の
み
で
現
在
入
航
を
中
止
し
て
居
る
。

現
在
設
は
ん
入
杭
の
紙
況
は
弐
の
如
く
で
あ
る
。

i青金楊石三朱 IJ、』長
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此
底
に
注
目
す
べ
き
は
闘
束
州
は
水
に
乏
し
く
水
町
粧
管
に
適
し
た
い
と
一
五
ふ
事
で
あ
る
。
従
っ
て
水
田
純
替
に
は
地
下
水
を
利

川
す
る
事
が
必
要
で
る
る
。
同
合
吐
は
ゴ
一
十
泉
佐
に
直
径
一
二
・

O
米
、
深
一
間
・

O
米
の
所
前
満
洲
井
戸
一
向
を
撃
一
井
し
、
之
を
以
て

目
下
問
十
飴
町
歩
の
水
同
法
慨
を
筋
し
て
居
る
。
之
は
投
下
資
本
、
動
力
費
等
に
鑑
み
る
と
き
採
算
を
絶
し
た
一
つ
の
試
み
で
あ
る

事
は
ほ
ど
明
白
で
る
る
。
加
之
水
温
の
低
位
は
水
稲
栽
培
に
危
険
を
興
へ
て
居
る
。

一
方
、
東
亜
勧
業
命
日
枇
は
大
正
十
年
土
地
絞
佳
及
び
満
蒙
の
資
源
開
護
を
目
的
と
し
て
満
餓
・
東
拓
・
大
合
の
一
一
一
財
力
の
資
本
に
依

っ
て
設
立
せ
ら
れ
た
。
現
在
資
本
金
一
千
万
閥
、
共
の
株
式
の
九
割
六
分
は
満
餓
の
所
有
で
あ
る
。

抑
々
剖
満
移
民
の
重
要
性
に
就
て
は
日
露
大
戦
直
後
よ
り
朝
野
識
者
間
に
提
明
さ
れ
つ
L
あ
り
。
営
時
既
に
五
十
万
乃
五
百
万
の

移
民
扶
杭
が
計
宣
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
現
地
の
霞
情
之
に
添
は
ざ
る
も
の
が
あ
り
、
共
の
目
的
建
成
の
局
め
大
正
同
年
の
日
支
僚

約
中
特
に
土
地
商
租
植
並
に
設
業
合
部
粧
替
棋
の
確
約
を
見
た
の
で
る
る
。
然
る
に
之
が
所
期
の
前
川
を
見
守
し
て
推
移
す
る
を
遺

憾
と
し
て
営
時
に
於
け
る
朝
野
有
志
の
聞
に
意
見
一
致
し
同
合
一
祉
の
設
立
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
同
合
一
位
の
目
的
と

す
る
庖
は
定
款
に
従
へ
ば
弐
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

一
、
土
地
の
取
得
、
経
昔
、
底
分

二
、
及
、
牧
、
林
業
、
共
他
資
源
開
張
に
閲
す
る
事
業

一
二
、
移
民
の
募
集
及
扶
航

満
蒙
農
業
移
民
事
業
の
現
段
附
に
於
け
る
民
間
A
M
M

一
位
の
意
義

九

..e一ー-
V冒亡コヨ>t.三 J、

欠内原 :1二f局者二三二瓦1) 



満
内
務
伎
業
移
民
事
業
の
現
政
併
に
於
け
る
民
間
合
枇
の
定
義

rlIJ 
O 

問
、
建
築
物
の
築
地
並
に
資
月

五
、
前
各
慌
に
描
ぐ
る
事
業
に
附
す
る
資
金
の
貸
付
並
に
物
品
の
供
給

六
、
品
産
物
北
川
他
物
品
の
加
工
、
日
目
並
に
委
託
百
日

七
、
前
各
蹴
に
附
帯
す
る
事
業

さ
て
我
々
が
此
底
に
問
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
功
は
現
に
合
枇
が
行
っ
て
居
る
事
業
の
朕
況
そ
の
も
の
で
あ
る
。

先
づ
第
一
に
故
も
一
仙
波
に
行
は
れ
て
居
る
と
見
ら
れ
る
の
は
、
土
地
の
取
得
、
経
皆
、
底
分
に
闘
す
る
そ
れ
で
あ
る
。
ん
げ
祉
は
事

鑓
前
岐
に
話
奉
天
符
、
吉
林
省
、
東
部
東
古
に
於
て
十
三
万
町
歩
の
土
地
を
所
有
し
た
が
、
支
那
側
の
廊
一
地
の
矯
め
、
慌
に
我
行
山
政

の
保
護
岸
き
地
方
一
万
町
歩
内
外
を
利
川
し
作
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
然
る
に
昭
和
八
年
以
来
は
潰
江
及
び
一
一
一
江
の
雨
行
に
於
て
、

斡
山
・
出
林
・
依
的
・
勃
利
・
梓
川
・
賀
市
の
各
腺
に
跨
る
・
院
大
な
る
同
誌
の
只
牧
計
量
を
樹
て
現
に
共
の
内
地
保
而
百
一
一
一
十
飴
万

附
我
が
約
九
十
一
二
万
飴
町
歩
の
大
面
積
の
商
和
岱
時
者
と
し
て
契
約
を
完
了
し
、
又
一
方
肝
雨
慣
郊
外
阿
什
川
左
右
耐
山
町
移
民
川
地

及
び
依
蘭
防
相
湖
南
管
移
民
地
、
結
椋
川
相
王
柴
廟
移
民
地
等
の
買
収
に
古
っ
た
。
更
に
満
帥
判
所
有
に
係
る
す
敦
沿
線
土
地
の
管
地
に
治

る
外
、
M
h
h

一
陶
演
特
別
市
の
依
賜
に
よ
り
同
市
の
川
地
た
る
べ
き
数
万
町
歩
の
土
地
口
牧
に
常
り
近
来
共
の
市
勤
頗
る
著
し
い
。

然
ら
ば
弐
に
移
民
の
募
集
及
挟
杭
事
業
如
何
と
一
五
ふ
に
、
共
の
内
情
貧
弱
な
り
と
一
五
は
ざ
る
を
作
な
い
。
即
ち
合
枇
は
直
接
内
地

人
移
民
の
募
集
挟
殖
に
常
ら
な
い
。
口
ハ
抗
日
繭
演
郊
外
天
理
教
村
及
び
通
遼
銭
円
余
山
附
近
の
天
照
閑
移
民
に
土
地
を
貸
山
県
し
、
多
少
之

が
民
主
指
導
に
首
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
L

に
注
意
す
べ
き
は
合
祉
が
俳
人
に
よ
る
水
田
粧
皆
で
る
る
。
之
に
は
多
大
の
資
本
を
投
じ

経
替
に
力
め
つ
L

あ
る
は
明
白
で
あ
る
。
所
前
安
全
政
村
之
で
あ
っ
て
そ
の
内
存
を
一
去
に
示
せ
ば
次
の
如
く
で
る
る
。
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量
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平

均
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郎

司
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時
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年
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籾
口
叩
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在
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在
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数
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O
町

一
八
、

0
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O
O
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六
五

O
町
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七、

0
0
0
石

二
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一一名

一
、
一
主
間
町

一、

0
0
0
町

一O
、0
0
0
石

問
。
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戸

一一、

0
0
0
人

四
一
二
町

問、

0
0
0
石石

九
殺

八
名

滞
家
農
業
移
民
事
業
の
現
段
階
に
於
け
る
民
間
合
一
枇
の
意
義

元
米
満
人
法
民
は
水
間
経
緯
目
を
行
は
や
、
水
に
入
る
を
嫌
悪
す
る
。
従
っ
て
満
洲
に
於
け
る
水
町
抗
告
に
封
し
て
は
俳
人
民
民
が

阿



泌
内
郵
政
業
移
民
事
業
の
現
段
附
に
於
け
る
民
間
合
一
枇
の
意
義

四

ど
う
し
て
も
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
る
る
。
舎
一
世
が
多
数
の
鮮
農
小
作
を
入
れ
て
米
作
に
官
ら
し
む
る
又
宜
な
り
と
一
五
ふ
べ
き
で
あ
る
。

第
三
に
注
目
す
べ
き
は
合
枇
の
行
ふ
金
融
主
主
で
あ
る
。
之
は
主
と
し
て
鮮
農
を
封
印
…
と
し
て
居
る
。
殊
に
満
洲
事
境
後
は
会
湖

各
地
の
桃
川
長
銀
困
地
に
良
務
棋
を
組
織
せ
し
め
、
各
主
要
地
に
漸
弐
朝
鮮
入
金
融
合
の
設
定
を
促
し
、
之
川
河
各
政
務
親
民
に
釘
し
、

農
耕
資
金
を
融
通
せ
し
め
て
居
る
。
金
融
合
所
在
地
は
奉
天
、
撫
順
、
安
束
、
鞍
山
、
笹
口
、
鍛
山
様
、
開
原
、
新
京
、
吉
林
、
川
町
雨

器
、
鄭
家
屯
、
海
龍
、
!
通
化
、
敦
化
、
牡
丹
江
、
問
品
(
六
本
部
三
支
部
V

並
に
河
束
、
絞
化
、
外
企
滞
各
支
部
を
加
へ
そ
の
数
二

卜
七
筒
所
で
あ
っ
て
、
之
等
金
融
合
に
金
融
を
矯
し
て
居
る
。
合
祉
は
叙
上
金
融
機
関
を
経
由
し
、
会
満
鮮
州
民
に
貸
付
た
る
段
耕
費

金
並
に
合
祉
也
皆
出
場
貸
付
の
世
耕
資
金
佐
合
し
た
る
昭
和
九
年
度
の
貸
出
組
額
は
一
、
六
三
一
ニ
、

0
0
0同
、
之
が
問
牧
尚
一
、
同

二
問
、

0
0
0闘
に
建
し
、
治
安
工
作
の
徹
山
崎
と
相
快
っ
て
腕
近
漸
く
問
牧
率
を
向
上
し
成
績
頓
に
上
り
つ
L
あ
る
。
昭
和
十
年
度
新

規
貸
付
金
一
、
八

0
0、
0
0
0同
釈
度
で
あ
る
。

第
川
に
、
民
高
原
品
販
民
事
業
で
あ
る
。
即
ち
合
枇
は
自
己
生
産
籾
の
版
史
上
の
必
要
よ
り
奉
天
鈎
聞
に
精
米
工
場
を
抗
告
し
、

約
五
万
石
を
精
白
し
渦
般
消
究
組
合
的
め
谷
地
に
版
E

民
し
つ
L

あ
る
。
尚
同
合
祉
は
籾
生
産
の
増
加
に
仲
ひ
、
必
要
筒
附
に
二
、
一
一
一

間
程
度
の
精
米
工
場
新
設
を
深
完
し
て
居
る
。
共
の
他
羊
毛
、
浦
山
本
午
内
地
輸
出
等
を
試
み
、
最
近
は
我
海
平
省
並
に
有
力
筋
の
支

援
に
よ
り
年
々
一
万
頭
内
外
の
大
量
取
引
が
あ
る
。

以
上
の
事
買
を
要
約
す
れ
ば
弐
の
如
く
な
る
で
あ
ら
う
。

第
一
、
命
日
枇
は
土
地
の
抗
日
に
故
も
力
を
入
れ
て
居
る
事
。

第
二
、
合
枇
は
内
地
良
氏
の
入
杭
事
業
を
直
接
篤
さ
ピ
る
事
。
之
を
主
目
的
と
し
て
行
へ
る
大
連
長
率
合
枇
は
事
業
中
止
の
止
む

な
き
に
亙
れ
る
事
。



第
三
、
命
日
祉
は
鮮
良
小
作
に
よ
る
水
田
絞
替
に
力
を
注
ぎ
居
る
事
。

第
四
、
合
枇
は
金
融
事
業
を
行
へ
る
事
。
而
も
捨
保
を
碓
宜
た
ら
し
む
る
機
構
を
債
務
者
側
に
要
求
し
て
肘
る
事
。

第
五
、
民
高
産
物
の
販
買
事
業
へ
の
進
出
。

第
一
の
事
情
は
杭
民
地
若
く
は
一
般
新
開
地
に
於
け
る
土
地
投
賓
の
意
義
を
知
る
も
の
に
は
了
解
に
難
く
な
い
。
満
洲
聞
に
於
け

る
絞
済
の
護
展
と
整
備
は
自
ら
将
来
に
於
け
る
土
地
の
需
要
を
哨
加
し
土
地
の
自
然
哨
債
を
来
た
す
で
あ
ら
う
。
加
之
A
M
H

枇
の
土
地

購
入
に
官
り
て
は
必
や
し
も
経
済
的
取
引
に
よ
ら
な
い
場
合
が
る
る
。
土
地
に
劃
す
る
投
資
は
確
か
に
有
利
な
投
資
の
一
つ
で
あ
ら

う
。
川
区
近
盛
ん
に
行
は
れ
る
鎖
道
建
設
及
び
道
路
建
設
は
所
前
絞
済
線
の
そ
れ
に
非
守
し
て
軍
事
総
が
少
く
な
い
。
即
ち
そ
の
地
方

経
済
の
要
求
に
よ
る
も
の
と
一
五
ふ
よ
り
は
寧
ろ
そ
れ
に
先
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
か
L

る
交
通
網
は
地
方
杭
済
の
殻
速
を
蝿
殻

す
る
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
と
の
方
面
か
ら
の
将
来
の
土
地
増
債
は
大
に
期
作
す
べ
き
で
あ
る
。
然
じ
又
一
方
移
民
機
闘
が
現
在
院
大

友
移
住
泊
地
を
安
慣
に
購
入
し
置
く
は
移
民
主
主
を
結
局
安
債
な
ら
し
む
る
所
以
と
た
る
は
注
目
す
べ
き
貼
で
あ
る
。

第
二
の
一
弘
前
は
之
を
要
す
る
に
本
邦
内
地
出
身
設
業
移
民
の
扶
植
が
皆
利
事
業
と
し
て
現
在
採
算
の
と
れ
ざ
る
取
を
示
す
に
外
な

ら
な
い
。
共
の
現
は
本
邦
内
地
問
身
長
業
移
民
は
第
一
に
満
洲
農
業
に
到
し
拙
劣
な
る
絞
借
者
た
る
事
と
、
第
二
に
内
地
民
主
移
民

の
生
治
相
何
度
の
向
き
は
農
業
生
応
授
、
家
計
費
を
食
ひ
込
む
と
一
五
ふ
事
に
川
附
す
る
。

第
三
の
事
情
は
米
が
本
邦
農
業
界
に
於
て
市
む
る
意
義
と
地
位
と
を
知
る
者
に
は
極
め
て
明
白
で
あ
る
。
就
中
最
近
に
於
け
る
・
一
代

浦
日
本
人
の
激
増
は
米
穀
の
需
要
を
と
み
に
増
大
し
て
居
る
。
鮮
民
小
作
を
別
ふ
る
は
彼
等
が
最
も
よ
い
生
産
者
た
る
に
基
く
。

第
四
の
事
情
に
就
て
は
移
民
合
祉
に
つ
き
屡
々
論
議
の
的
と
な
る
と
と
ろ
で
あ
る
。
即
ち
移
民
合
一
肢
が
之
を
行
へ
ば
移
民
を

krgゲ
2
g
z
す
る
結
果
に
な
り
日
却
い
と
一
五
ふ
献
に
あ
る
。
然
し
移
民
地
は
多
く
趨
首
な
る
金
融
機
闘
を
欠
き
、
移
住
民
に
よ
る
金
融

の
要
求
は
組
め
て
多
く
、
金
融
業
は
有
利
の
事
業
た
る
を
失
は
な
い
。
唯
、
回
収
の
問
題
で
あ
る
が
、
ん
M
H

批
が
債
務
者
側
に
特
種
の

機
構
を
要
求
じ
居
る
と
と
前
速
の
如
く
で
各
る
。
叉
例
へ
一
部
阿
牧
不
能
に
よ
り
合
批
地
主
を
生
や
る
も
将
来
を
考
ふ
る
と
き
合
枇

泌
曲
家
内
同
業
移
民
事
業
の
現
段
併
に
於
け
る
民
間
令
批
の
意
義

同



泌
家
内
同
業
移
民
事
業
の
現
段
防
に
於
け
る
民
間
A
W
此
一
の
意
義

I列
l凡l

に
は
さ
迄
苦
痛
で
な
い
と
考
へ
ら
れ
る
。

設
後
に
第
一
九
の
事
業
は
合
枇
が
商
人
と
し
て
の
日
勤
を
一
不
す
。
就
中
合
枇
が
椛
押
凡
な
る
取
引
先
を
有
す
る
と
と
は
大
な
る
加
味
と

し
て
注
円
す
べ
き
貼
で
あ
る
。

回

以
上
要
之
之
町
寸
の
事
買
は
、
問
、

A
W
枇
が
結
局
管
利
を
目
的
と
せ
ざ
る
を
作
な
い
民
間
合
枇
で
る
る
事
。
側
、
民
主
移
民
事
m

菜、

、.、.

就
中
本
邦
内
地
及
川
ん
の
入
杭
事
業
が
替
利
一
弘
主
と
し
て
成
立
せ
ざ
る
事
を
示
す
に
外
な
ら
な
い
。
即
ち
民
間
合
枇
の
み
を
以
て
し
て

は
、
移
民
事
業
を
主
目
的
と
し
、
大
規
模
に
之
れ
を
遂
行
し
得
ざ
る
も
の
と
断
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
湖
豪
政
治
移

民
事
業
の
現
段
附
に
於
て
事
業
を
遂
行
せ
し
む
る
に
是
非
必
要
な
る
は
杭
済
外
的
な
動
力
、
即
ち
政
府
・
軍
部
川
寸
の
権
力
的
、
武
力

的
因
子
の
続
税
的
介
入
之
れ
で
あ
る
。
而
し
て
事
態
は
か
L

る
方
面
に
進
み
つ
L
あ
る
か
の
如
く
で
あ
る
。

大
連
良
市
命
令
一
枇
及
び
来
斑
勧
業
合
一
杭
の
事
業
内
的
什
の
知
識
に
就
て
は
、
大
連
良
事
技
師
鈴
木
誠
氏
並
に
米
軍
勧
業
技
削
佐
藤
方
不
氏
に
負

fifj 
~El ふ

蕗
多
し
。
こ
込
に
併
記
し
て
感
謝
の
怠
を
表
す
。


